
北
斎
の
父

│
│
御
鏡
師
・
中
嶋
伊
勢
の
系
譜
│
│

岸

文

和

は

じ

め

に

葛
飾
北
斎
（
宝
暦
一
〇
年
﹇
一
七
六
〇
﹈〜
嘉
永
二
年
﹇
一
八
四
九
﹈）
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
。
北
斎
研
究
の
基

礎
文
献
と
も
言
う
べ
き
飯
島
虚
心
の
『
葛
飾
北
斎
伝
』（
明
治
二
六
年
﹇
一
八
九
三
﹈）
は
、
江
戸
時
代
の
『
浮
世
絵
類
考
』
三
馬
書
入
れ

（
文
化
四
年
﹇
一
八
〇
七
﹈）
や
、
岩
本
活
東
子
『
戯
作
六
家
撰
』（
安
政
三
年
﹇
一
八
五
六
﹈
序
）
と
同
じ
よ
う
に
、
北
斎
を
幕
府
御
用
達

町
人
で
あ
る
御
鏡
師
・
中
嶋
伊
勢
の
「
男
」
と
す
る
�
。
一
方
、
北
斎
を
中
嶋
伊
勢
の
養
子
と
す
る
研
究
者
も
多
い
が
、
そ
の
出
自
に
つ
い

て
は
二
つ
の
説
に
分
か
た
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
北
斎
の
後
妻
（
川
村
氏
）
の
一
族
で
あ
る
多
知
女
の
「
遺
書
」
に
基
づ
い
て
、
北
斎
の
出
自

を
川
村
氏
と
す
る
説
で
あ
る
�
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
馬
琴
が
北
斎
か
ら
の
手
紙
に
貼
り
付
け
た
紙
に
「
壮
年
そ
の
叔
父
御
鏡
師
中
嶋
伊
勢
が

養
子
に
な
り
し
が
、
鏡
造
り
の
わ
ざ
を
せ
ず
、
そ
の
子
を
も
つ
て
職
を
嗣
せ
し
が
、
そ
ハ
先
だ
ち
て
身
ま
か
れ
り
」
と
朱
書
し
て
い
る
こ
と

を
根
拠
に
、
北
斎
の
実
父
を
中
嶋
伊
勢
の
兄
と
し
、
二
十
七
〜
九
才
の
頃
に
、
叔
父
・
中
嶋
伊
勢
の
養
子
と
な
っ
た
と
す
る
立
場
で
あ

る
�
。本

論
の
課
題
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
て
、
北
斎
の
「
父
」
と
も
「
養
父
」
と
も
「
叔
父
」
と
も
言
わ
れ
る
御
鏡
師
・
中
嶋
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伊
勢
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
を
、
可
能
な
限
り
、
残
さ
れ
た
文
献
資
料
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
中
嶋
伊
勢

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
安
田
剛
蔵
の
論
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
御
絵
師
を
含
む
御
用
達
町
人
の
研
究
が
進
展
す
る
な
か
で
、
参
照

す
べ
き
史
料
の
存
在
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
�
。
以
下
、『
鏡
師
名
寄
』、
武
鑑
、
お
よ
び
『
御
規
式
書
留
』
な
ど
の
旧
幕
引
継
資
料
や
、

『
守
随
家
文
書
』
な
ど
を
取
り
上
げ
、
北
斎
の
実
父
／
養
父
／
叔
父
と
言
わ
れ
る
御
鏡
師
・
中
嶋
伊
勢
は
元
文
四
年
﹇
一
七
三
九
﹈
に
三
代

目
と
な
っ
て
以
来
、
六
〇
数
年
間
御
用
を
勤
め
、
享
和
三
年
﹇
一
八
〇
三
﹈、
北
斎
の
実
子
（
長
男
）・
冨
之
助
に
四
代
目
を
相
続
さ
せ
た
こ

と
、
お
よ
び
、
北
斎
自
身
が
御
鏡
師
を
相
続
し
た
こ
と
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
章

鏡
師
│
│
『
鏡
師
名
寄
』
と
「
名
所
案
内
記
」
を
手
が
か
り
に

中
嶋
伊
勢
は
「
御
鏡
師
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
呼
称
は
、
幕
府
の
御
用
を
勤
め
る
鏡
師
に
の
み
与
え
ら
れ
る
。
一
方
、「
鏡
師
」
そ
の

も
の
は
、「
仏
神
の
御
正
体
」
で
あ
り
日
用
の
道
具
で
も
あ
る
鏡
を
製
作
す
る
職
人
と
し
て
、
近
世
に
な
っ
て
増
加
し
た
�
。
こ
の
鏡
師
に

つ
い
て
は
、
江
戸
神
田
大
和
町
住
研
屋
定
吉
が
鏡
の
銘
記
の
み
を
彙
集
し
た
『
鏡
銘
寄
集
』
が
、
香
取
秀
真
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
以
来
、

広
瀬
都
巽
な
ど
に
よ
っ
て
「
漏
れ
た
も
の
を
補
い
、
ま
た
記
録
・
遺
品
な
ど
に
よ
り
お
よ
そ
の
年
代
を
窺
知
で
き
た
も
の
は
注
記
」
さ
れ

て
、
徐
々
に
詳
細
が
判
明
し
つ
つ
あ
る
�
。
中
野
正
樹
『
和
鏡
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
鏡
師
名
寄
』
に
は
六
一
〇
数
件
の
鏡
師
銘
が
見
え
る

が
、
中
嶋
伊
勢
関
係
の
も
の
は
次
の
よ
う
で
あ
る
�
。
な
お
、「
同
一
鏡
師
と
思
わ
れ
る
も
の
も
、
異
な
っ
た
鏡
師
銘
を
も
つ
場
合
は
別
に

記
載
し
た
」
と
あ
る
�
。

天
下
一
中
嶋
伊
勢
守

中
嶋
伊
勢
守
藤
原
定
重
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天
下
一
中
嶋
定
利

前
期

天
下
一
中
嶋
伊
勢
守
藤
原
種
定
（
寛
永
一
一
年
／
一
四
年
）
江
戸

こ
れ
ら
四
件
の
鏡
師
銘
は
、
三
人
以
上
の
「
中
嶋
伊
勢
守
」
の
も
の
で
、「
定
」
と
い
う
一
字
を
継
承
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
親
子
関

係
を
含
む
師
承
関
係
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
関
係
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
天
下
一
」
と
い
う
称
号
と
、「
伊
勢
守
」
と

い
う
受
領
名
（
国
名
名
乗
）
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
の
見
当
を
付
け
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、「
天
下
一
」
と
い
う

称
号
は
、
信
長
が
京
都
の
諸
職
人
町
の
商
工
業
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
に
公
許
制
度
と
し
て
設
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
第
に
勝
手
／
自

分
名
乗
り
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
、
夥
し
い
天
下
一
を
生
む
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
風
潮
は
、
秀
吉
・
家
康
の
時
代
に
も
続
き
、
江
戸
幕
府

の
成
立
後
は
、
京
都
の
商
工
業
者
の
江
戸
移
住
と
と
も
に
江
戸
に
広
が
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
過
熱
化
し
て
い
っ
た
�
。
そ
こ
で
、
天
和
二
年

﹇
一
六
八
二
﹈
七
月
、
幕
府
は
天
下
一
の
称
号
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
一
方
、
商
工
業
者
は
、
天
下
一
の
誇
称
を
使
用
す
る
こ
と

と
並
行
し
て
、
さ
ら
に
、
天
下
一
の
内
部
で
差
別
化
を
図
る
た
め
に
、
受
領
名
を
名
乗
る
こ
と
も
行
っ
て
い
た
。
文
明
年
中
か
ら
元
禄
年
中

に
至
る
諸
芸
の
受
領
年
月
日
、
俗
称
、
住
所
を
記
し
た
『
諸
職
受
領
調
』
に
よ
る
と
、
職
人
受
領
の
初
見
は
、
文
明
一
三
年
﹇
一
四
八
一
﹈

に
大
工
越
後
の
先
祖
が
加
賀
守
を
受
領
し
た
口
宣
案
で
、「
鏡
屋
」
の
初
見
は
、
天
正
一
八
年
﹇
一
五
九
〇
﹈
に
「
東
洞
院
通
松
原
下
ル
桜

町
鏡
屋
越
後
祖
父
」
が
受
領
し
た
も
の
で
あ
る
�
。
し
た
が
っ
て
、
天
下
一
が
使
用
禁
止
に
な
っ
た
後
は
、
受
領
名
が
「
階
層
内
に
お
け
る

社
会
的
プ
レ
ス
テ
イ
ジ
を
高
め
る
手
段
」
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
と
な
り
、
三
名
の
中
嶋
伊
勢
の
関
係
に
つ
い
て
敢
え
て
言
え
ば
、「
天
下

一
中
嶋
伊
勢
守
藤
原
種
定
」
と
「
中
嶋
伊
勢
守
藤
原
定
重
」
は
直
系
親
族
で
、「
天
下
一
中
嶋
定
利
」
は
「
天
下
一
中
嶋
伊
勢
守
藤
原
種
定
」

と
同
じ
時
期
に
活
躍
し
た
傍
系
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、「
天
下
一
中
嶋
伊
勢
守
藤
原
種
定
」
は
、
江
戸
住

と
さ
れ
て
い
る
上
に
、
寛
永
一
一
年
﹇
一
六
三
四
﹈
と
同
一
四
年
﹇
一
六
三
七
﹈
の
年
紀
の
あ
る
鏡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寛
永
一

六
年
﹇
一
六
三
九
﹈、
三
代
将
軍
家
光
の
娘
千
代
姫
が
尾
張
家
二
代
光
友
に
嫁
ぐ
際
に
持
参
し
た
調
度
で
あ
る
「
初
音
の
調
度
」
中
の
《
蓬
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莱
文
柄
付
白
銅
鏡
・
銘
・
天
下
一
中
嶋
伊
勢
守
》（
徳
川
美
術
館
）
の
製
作
者
に
比
定
す
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

鏡
師
は
い
わ
ゆ
る
「
名
所
案
内
記
」
や
「
買
物
案
内
記
」
と
い
っ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る

史
料
で
あ
る
が
、
念
の
た
め
に
、
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
藤
田
理
兵
衛
著
・
菱
川
師
宣
画
『
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』
第
六

巻
（
元
禄
三
年
﹇
一
六
九
〇
﹈
刊
）
の
「
諸
職
名
匠
諸
商
人
」
の
部
に
「
鏡
師
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
。

神
田
乗
物
町

中
嶋
伊
勢
守

尾
張
町
一
丁
目

中
嶋
伊
勢
守

南
鍋
町

山
本
加
賀
守

尾
張
町
一
丁
目
横

山
隆
近
江
守

天
和
二
年
﹇
一
六
八
二
﹈
に
天
下
一
の
称
号
を
使
用
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
す
べ
て
受
領
名
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
中
嶋

伊
勢
守
が
二
件
、
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
不
審
で
あ
る
。
別
人
で
あ
る
可
能
性
も
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
一
人

物
が
二
ヶ
所
、
屋
敷
を
所
有
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、『
万
買
物
調
方
記
』（
元
禄
五
年
﹇
一
六
九
二
﹈
刊
）
に

は
、「
江
戸
ニ
テ
鏡
師
」
と
し
て
、
前
記
四
名
が
下
司
（「
守
」）
な
し
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
�
。
ま
た
、『
日
本
国
花
万
葉
記
』（
元
禄
一
〇

年
﹇
一
六
九
七
﹈
刊
）
に
は
、「
御
鏡
屋
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
幕
府
御
用
達
町
人
と
し
て
「
中
嶋
伊
勢

神
田
乗
物
丁
」
だ
け
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
江
戸
買
物
独
案
内
』（
文
政
七
年
﹇
一
八
二
四
﹈
刊
）
に
は
、「
京
橋
銀
座
四
丁
目
／
御
用
所
鏡
師
／
御
鏡

所
／
跡
部
肥
前
掾
藤
原
春
信
／
鴻
池
屋
平
蔵
」
一
名
の
み
が
記
載
さ
れ
て
、
中
嶋
伊
勢
の
名
前
は
な
い
。
中
嶋
伊
勢
は
、
若
年
寄
支
配
の
御

細
工
所
に
所
属
す
る
御
用
達
職
人
で
あ
っ
て
、
寛
文
六
年
﹇
一
六
六
六
﹈
の
「
細
工
所
制
規
」
に
は
「
御
城
外
御
用
之
儀
、
一
切
可
為
無
用

事
」
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
幕
府
御
用
以
外
に
細
工
物
を
作
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ガ
イ
ド
で
あ
る
『
江
戸
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買
物
独
案
内
』
に
掲
載
さ
れ
な
い
の
は
、
至
極
自
然
な
こ
と
で
あ
る
�
。

第
二
章

御
用
達
│
│
「
武
鑑
」
を
手
が
か
り
に

中
嶋
伊
勢
は
、
市
井
の
鏡
師
で
は
な
く
、
御
鏡
師
と
い
う
御
用
達
町
人
で
あ
っ
た
。
狩
野
派
の
画
家
た
ち
が
単
な
る
絵
師
で
は
な
く
、
一

種
の
職
分
と
し
て
「
御
絵
師
」
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
で
あ
る
�
。
彼
ら
は
諸
般
の
御
用
を
調
達
す
る
よ
う
指
定
さ
れ
た
特
権
的
な
商
人
や
職

人
で
、
本
来
町
人
身
分
で
あ
っ
た
が
、
幕
府
か
ら
、
知
行
地
、
扶
持
、
拝
領
屋
敷
な
ど
を
与
え
ら
れ
、
士
分
と
み
な
さ
れ
て
町
方
の
人
別
に

は
入
ら
ず
、
武
家
名
簿
で
あ
る
「
武
鑑
」
に
記
載
さ
れ
た
�
。「
武
鑑
」
で
は
、
延
宝
元
年
﹇
一
六
七
三
﹈
の
『
江
戸
鑑
』（
和
泉
屋
版
）
か

ら
「
御
用
達
町
人
」
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
始
め
、
一
七
世
紀
を
通
じ
て
、
種
類
・
人
数
を
増
加
さ
せ
、
江
戸
時
代
中
頃
と
も
な
る
と
、
四
五

〇
名
程
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
左
の
表
は
、「
武
鑑
」
に
「
御
鏡
師
」
あ
る
い
は
「
御
鏡
屋
」
と
し
て
登
録
さ
れ
た
中
嶋
伊
勢

と
、
も
う
一
人
の
御
鏡
師
で
あ
る
村
田
山
城
の
記
事
を
、
須
原
屋
版
と
出
雲
寺
版
に
お
い
て
追
跡
し
た
も
の
で
あ
る
�
。

須
原
屋
版
と
出
雲
寺
版
の
記
述
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
両
者
が
中
嶋
伊
勢
と
村
田
山
城
の
現
実
の
動
静
を
必
ず
し
も
正
確

に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
次
の
三
つ
の
こ
と
は
蓋
然
性
が
高
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
中
嶋
伊
勢
は
、
遅
く
と
も
貞
享
元
年
﹇
一
六
八
四
﹈
ま
で
に
は
、
神
田
乗
物
町
に
屋
敷
を
構
え
、
御
用
達
に
取

り
立
て
ら
れ
た
。
第
二
に
、
遅
く
と
も
宝
暦
一
〇
年
﹇
一
七
六
〇
﹈
ま
で
に
は
、
御
目
見
を
許
さ
れ
、
本
所
松
坂
町
に
御
屋
敷
を
拝
領
し

た
。
第
三
に
、
本
所
松
坂
町
に
御
屋
敷
を
拝
領
し
て
、
例
え
ば
仕
事
場
／
貸
家
と
し
て
利
用
し
な
が
ら
、
実
際
は
、
他
の
と
こ
ろ
に
住
居
を

構
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
論
す
る
が
、
前
二
者
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
で
確
認
し
た
「
名
所
案
内

記
」
に
記
載
さ
れ
た
情
報
と
は
矛
盾
し
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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第
三
章

御
目
見
│
│
『
御
規
式
書
留
』
を
手
が
か
り
に

御
用
達
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
権
が
与
え
ら
れ
た
が
、
御
目
見
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
江
戸
城
内
で
は
、
年
始
（
正
月
元
旦
／
二
日
）

・
五
節
句
（
七
草
﹇
正
月
七
日
﹈／
上
巳
﹇
三
月
三
日
﹈／
端
午
﹇
五
月
五
日
﹈／
七
夕
﹇
七
月
七
日
﹈／
重
陽
﹇
九
月
九
日
﹈）・
八
朔
（
八
月

年
代

須
原
屋
版
（
宝
暦
一
〇
年
以
後
）

出
雲
寺
版
『
大
成
武
鑑
』

備
考

貞
享
元
年

﹇
一
六
八
四
﹈

か
ん
た

中
嶋
伊
勢

の
り
も
の
丁

『
顕
正
景
江
戸
鑑
』（
版
元

不
明
）

宝
暦
一
〇
年

﹇
一
七
六
〇
﹈

同
右

本
所
松
坂

●
中
嶋
伊
勢

丁
一
丁
目

△

む
ろ
丁

村
田
山
城

二
丁
目

●
は
御
目
見

△
は
御
拝
領
地

宝
暦
一
二
年

﹇
一
七
六
二
﹈

本
所
松
坂
丁

□
中
嶋
伊
勢

一
丁
目

む
ろ
丁

村
田
山
城

三
丁
目

同
右

同
右

□
は
御
細
工
所
御
用

文
化
一
三
年

﹇
一
七
六
二
﹈

本
所
松
坂
丁

中
嶋
伊
勢

一
丁
目

同
右

？

？

寛
政
七
年
以
後
、
文
政
一

二
年
ま
で
の
『
大
成
武

鑑
』
は
未
見

文
政
一
一
年

﹇
一
八
二
八
﹈

同
右

大
て
ん
ま

村
田
山
城

二
丁
目

？

？

文
政
一
三
年

﹇
一
八
三
〇
﹈

同
右

同
右

下
谷
三
ノ

●
中
嶋
伊
勢

輪
丁

△

大
て
ん
ま

村
田
山
城

一
丁
目

天
保
九
年

﹇
一
八
三
八
﹈

同
右

同
右

●

深
川
猿
江

中
嶋
又
左
衛
門

△

同
右

慶
応
四
年

﹇
一
八
六
八
﹈

同
右

同
右

同
右

同
右
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朔
日
）・
嘉
祥
（
六
月
一
六
日
）・
玄
猪
（
十
月
最
初
の
亥
の
日
）・
歳
暮
、
そ
し
て
月
次
拝
礼
日
に
、
御
三
家
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
や
幕

府
役
人
が
将
軍
に
拝
謁
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
お
り
、身
分
に
よ
っ
て
、ど
の
日
の
拝
礼
に
参
加
で
き
、ど
の
席
に
座
る
か
│
│
御
礼
席
│
│

が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
『
御
規
式
書
留
』
は
、
年
始
御
礼
な
ど
の
式
次
第
、
伺
い
、
評
議
内
容
、
決
定
事
項
な
ど
を

書
き
留
め
た
も
の
で
、
享
保
三
年
﹇
一
七
一
八
﹈
か
ら
慶
応
三
年
﹇
一
八
六
七
﹈
ま
で
の
一
五
〇
年
間
の
う
ち
、
お
よ
そ
三
四
年
分
が
保
存

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
「
職
人
町
人
御
目
見
願
之
届
」
三
年
分
の
う
ち
に
、
中
嶋
家
か
ら
出
さ
れ
た
三
通
の
願
、
す
な
わ
ち
「
年
始
御

目
見
願
」
二
通
と
「
五
節
句
八
朔
歳
暮
御
目
見
願
」
一
通
が
あ
る
�
。

第
一
は
、
文
化
五
年
﹇
一
八
〇
八
﹈
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
冒
頭
に
「
書
面
願
服
部
弥
三
郎
三
河
屋
／
勘
六
中
島
冨
之
助
山
田
吉
兵
衛
／

年
始
／
御
目
見
差
出
可
申
旨
其
外
者
／
先
難
成
旨
被
仰
渡
奉
畏
候
／
十
二
月
廿
六
日

馬
場
助
左
衛
門
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
馬
場
助
左
衛

門
が
、
服
部
弥
三
郎
・
三
河
屋
勘
六
・
中
島
冨
之
助
・
山
田
吉
兵
衛
の
四
名
に
つ
い
て
、
年
始
御
目
見
を
願
い
出
る
も
の
で
、
例
え
ば
、
服

部
弥
三
郎
に
つ
い
て
は
、「
御
定
之
通
五
ヶ
年
相
立
候
付
願
之
通
／
相
済
可
然
も
の
」
│
│
跡
職
相
続
以
来
五
年
が
経
過
し
た
の
で
御
目
見

を
許
可
す
る
│
│
と
朱
書
さ
れ
た
後
に
、
御
蒔
絵
師
・
服
部
家
の
家
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
嶋
家
に
つ
い
て
も
、「
御
用
相
続

五
ケ
年
相
立
候
付
／
願
之
通
相
済
可
然
も
の
」
と
朱
書
さ
れ
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

御
鏡
師

年
始

御
目
見
願

中
島
冨
之
助

享
和
三
亥
年
跡
職
申
渡

初
代

常
憲
院
様
御
代
御
用
被

仰
付

御
目
見
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有
徳
院
様
御
代
御
用
相
続

御
目
見

中
嶋
家
の
初
代
が
、「
常
憲
院
」
す
な
わ
ち
五
代
将
軍
・
綱
吉
（
在
職
一
六
八
〇
〜
一
七
〇
九
）
の
時
と
、「
有
徳
院
」
す
な
わ
ち
八
代
将

軍
・
吉
宗
（
在
職
一
七
一
六
〜
一
七
四
五
）
の
時
に
、
御
目
見
を
許
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
願
の
体
裁
と
し
て
不
完
全
で
あ
る
よ
う

に
も
見
え
る
。

第
二
は
、
文
久
二
年
﹇
一
八
六
二
﹈
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、「
御
四
代
以
下

御
目
見
相
済
候
者
ニ
候
得
者
家
ニ
例
も
有
之
候
間
願
之
通
相

済
可
然
も
の
」
│
│
四
代
以
下
（
内
）
の
将
軍
に
御
目
見
し
た
の
で
許
可
す
る
│
│
と
朱
書
さ
れ
た
後
に
、
家
例
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、﹇

﹈
は
筆
者
に
よ
る
補
注
で
あ
る
。

御
鏡
師

年
始

御
目
見
願

中
嶋
藤
七
郎

去
申
年
﹇
万
延
元
年
／
一
八
六
〇
﹈
跡
職
相
続

初
代

常
憲
院
様
御
代
延
宝
九
年
御
用
被

仰
付

二
代

元
禄
十
四
年
跡
職
相
続

御
目
見
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三
代

元
文
四
年
跡
職
相
続

年
始
五
節
句
八
朔
歳
暮

御
目
見四

代

享
和
三
年
跡
職
相
続

同
年
年
始

御
目
見
願
済

五
代

文
化
十
三
年
跡
職
相
続

御
目
見
之
儀
不
相
見

六
代

文
政
三
年
跡
職
相
続

同
七
年
年
始

御
目
見
願
済

七
代
八
代

跡
職
相
続

御
目
見
之
儀
不
相
見

父
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天
保
二
年
跡
職
相
続

同
四
年
年
始

御
目
見
願
済

第
三
は
、
慶
応
元
年
﹇
一
八
六
五
﹈、
同
じ
く
中
嶋
藤
七
郎
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
五
節
句
八
朔
歳
暮
／
御
目
見
願
」
で
、
第
二
の
例
と
同

様
、「
御
四
代
以
下

御
目
見
之
者
ニ
候
得
者
年
始
も
相
済
家
例
も
有
之
候
間
願
之
通
相
済
可
然
も
の
」
と
朱
書
さ
れ
た
後
に
、
家
例
が
記

さ
れ
て
い
る
。
記
述
内
容
は
、
中
嶋
藤
七
郎
に
つ
い
て
「
万
延
元
年
﹇
一
八
六
〇
﹈
跡
職
相
続
／
文
久
元
年
﹇
一
八
六
一
﹈
年
始
／
御
目
見

願
済
」
と
あ
る
点
と
、
父
の
「
跡
職
相
続
」
の
年
代
を
天
保
四
年
﹇
一
八
三
三
﹈
と
す
る
点
を
除
く
と
、
同
じ
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
『
御
規
式
書
留
』
享
保
七
﹇
一
七
二
二
﹈
年
十
二
月
十
三
日
条
に
は
、「
年
始
歳
暮

町
人
献
上
物
品
々
」
と
し
て
、
多
く

の
御
用
達
町
人
に
混
じ
っ
て
、
御
細
工
頭
支
配
の
「
中
島
伊
勢
」
が
鏡
を
献
上
し
た
記
録
が
あ
る
。

第
四
章

御
屋
敷
拝
領
│
│
「
町
方
書
上
」「
諸
屋
敷
帳
」
を
手
が
か
り
に

御
用
達
に
与
え
ら
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
特
権
が
御
屋
敷
拝
領
で
あ
る
。
御
用
達
が
す
べ
て
御
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
武
鑑
」
に
よ
っ
て
、
中
嶋
伊
勢
は
遅
く
と
も
宝
暦
一
〇
年
﹇
一
七
六
〇
﹈
ま
で
に
は
、
本
所
松
坂
町
に
御
屋
敷
を
拝
領
し
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
御
屋
敷
に
つ
い
て
は
二
つ
の
史
料
が
あ
る
。

第
一
は
、
文
政
一
一
年
﹇
一
八
二
八
﹈
九
月
、
本
所
松
坂
町
壱
丁
目
の
名
主
・
長
兵
衛
が
作
成
し
た
「
町
方
書
上
」
で
、
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
�
。
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御
細
工
頭
支
配

東
側
南
之
方

御
鎗
研
師

表
間
口

京
間
六
間

佐
柄
木
弥
太
郎

裏
行

同

弐
十
間

此
坪
数

百
弐
拾
坪

同
支
配

同
側
北
之
方

御
鏡
師

表
間
口

京
間
六
間

中
嶋
甚
兵
衛

裏
行

弐
十
間

此
坪
数

百
弐
拾
坪

右
弐
ケ
所
拝
領
町
屋
敷
之
儀
者
、
元
禄
十
六
未
年
十
一
月
吉
良
上
野
介
殿
上
り
屋
敷
跡
先
祖
佐
柄
木
弥
太
郎
・
中
島
伊
勢
両
人
共
同
様

拝
領
仕
、
当
時
右
弥
太
郎
・
甚
兵
衛
所
持
仕
候

こ
の
記
録
に
よ
る
と
、
中
嶋
伊
勢
は
、
御
鎗
研
師
・
柄
木
弥
太
郎
と
と
も
に
、
吉
良
上
野
介
の
屋
敷
跡
を
そ
れ
ぞ
れ
一
二
〇
坪
ず
つ
拝
領

し
た
が
、
そ
の
時
期
は
元
禄
一
六
年
﹇
一
七
〇
三
﹈
で
あ
っ
て
、
二
種
類
の
「
武
鑑
」
の
記
述
と
は
一
致
し
な
い
。

第
二
は
、
屋
敷
改
が
江
戸
市
中
に
あ
る
大
名
・
幕
臣
な
ど
の
武
家
屋
敷
を
調
査
し
、
役
職
別
に
編
集
し
た
台
帳
「
諸
屋
敷
帳
」
の
安
政
三

年
﹇
一
八
五
六
﹈
度
の
も
の
と
考
証
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
�
。
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一

町
屋
敷

本
所
松
坂
町
壱
丁
目

百
二
十
坪

御
鏡
師

中
嶋
又
左
衛
門

右
は
町
人
共
江
貸
置
当
分
深
川
扇
橋
町
家
主
佐
吉
支
配
地
住
宅

中
嶋
又
左
衛
門
は
、
拝
領
屋
敷
を
町
人
に
賃
貸
し
、
自
分
は
深
川
扇
橋
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
。
安
政
三
年
と
い
え
ば
、
中
嶋
伊
勢
／

又
左
衛
門
の
屋
敷
は
、
須
原
屋
版
『
安
政
武
鑑
』
で
は
「
本
所
松
坂
丁
一
丁
目
」、
出
雲
寺
版
『
大
成
武
鑑
』
で
は
「
深
川
猿
江
」
と
な
っ

て
い
て
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
間
に
は
矛
盾
が
あ
る
か
ら
、
普
通
に
考
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
ど
ち
ら
か
一
方
が
誤
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
実
情
は
、
一
方
の
「
武
鑑
」
が
名
目
上
の
御
屋
敷
を
、
他
方
の
「
武
鑑
」
が
実
質
的
な
住
居
を
記
載
し
て
い
た
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
意
味
で
は
、
両
方
と
も
正
し
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
表
／
奥
屋
敷
と
も
い
う
べ
き
事
態
は
、
元
禄
一
六
年

﹇
一
七
〇
三
﹈
以
後
に
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
�
。
元
禄
三
年
﹇
一
六
九
〇
﹈
に
刊
行
さ
れ
た
『
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』
に
、「
神
田
乗
物

町
」
の
中
嶋
伊
勢
と
、「
尾
張
町
一
丁
目
」
の
中
嶋
伊
勢
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
鏡
製
作
と
い
う
仕
事

の
性
質
（
鋳
物
業
の
一
種
）
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

お

わ

り

に

御
用
達
町
人
の
う
ち
、
御
細
工
頭
支
配
│
│
細
工
所
所
属
│
│
の
職
人
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
研
究
が
あ
る
�
。
御
秤
師
・
守
随
氏

に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
林
英
夫
『
秤
座
』
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
文
久
二
年
﹇
一
八
六
二
﹈
の
調
査
と
思
わ
れ
る
『
御
細
工
所
御
職
人
分
限

帳
小
札
写
』
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
は
、
当
時
の
細
工
所
に
所
属
す
る
職
人
の
う
ち
、（
１
）
御
目
見
の
者
（
八
〇
人
）、（
２
）

御
目
見
の
資
格
の
な
い
者
（
二
五
人
）、（
３
）
部
屋
住
見
習
の
者
（
二
五
人
）、
計
一
二
六
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
、

「
文
久
二
年
御
目
見
の
分
」
と
し
て
「
中
嶋
藤
七
郎
／
鏡
師
／
両
国
村
松
町
／
一
二
〇
坪
」、「
御
目
見
な
き
分
」
と
し
て
「
村
田
長
兵
衛
／
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鏡
師
／﹇
跡
職
年
次
﹈
安
政
二
年
／
大
伝
馬
町
一
丁
目
住
宅
」、
そ
し
て
「
部
屋
住
見
習
の
分
」
と
し
て
「
中
嶋
為
三
郎
（
藤
七
郎
倅
）／﹇
見

習
年
次
﹈
文
久
二
年
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
部
屋
住
見
習
」
と
は
、
ま
だ
家
督
を
継
い
で
い
な
い
嫡
男
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
細
工
所

の
見
習
に
召
し
出
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
為
三
郎
は
い
ず
れ
家
督
を
継
ぐ
べ
き
身
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
判
明
し
た
中
嶋
家
の
情
報
（
太
字
）
を
、
推
測
を
加
え
て
、「
御
規
式
書
留
」
文
久
二
年
﹇
一
八
六
二
﹈
分
に
記
さ
れ
た
中

嶋
藤
七
郎
の
家
例
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
中
嶋
家
年
表
と
し
た
も
の
が
左
の
表
で
あ
る
�
。

初
代

中
嶋
伊
勢

寛
永
一
一
年
﹇
一
六
三
四
﹈／
一
四
年
﹇
一
六
三
七
﹈《
天
下
一
中
嶋
伊
勢
守
藤
原
種
定
》（「
鏡
師
名
寄
」）

寛
永
一
六
年
﹇
一
六
三
九
﹈《
蓬
莱
文
柄
付
白
銅
鏡
・
銘
・
天
下
一
中
嶋
伊
勢
守
》

延
宝
九
年
﹇
一
六
八
一
﹈
御
用
被
仰
付

元
禄
三
年
﹇
一
六
九
〇
﹈「
鏡
師

神
田
乗
物
町
／
尾
張
町
一
丁
目
」（『
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』）

元
禄
五
年
﹇
一
六
九
二
﹈「
江
戸
ニ
テ
鏡
師

神
田
乗
物
町
／
尾
張
町
一
丁
目
」（『
万
買
物
調
方
記
』）

元
禄
一
〇
年
﹇
一
六
九
七
﹈「
御
鏡
屋

神
田
乗
物
丁
」（『
日
本
国
花
万
葉
記
』）

二
代

中
嶋
伊
勢

元
禄
一
四
年
﹇
一
七
〇
一
﹈
跡
職
相
続

元
禄
一
六
年
﹇
一
七
〇
三
﹈
本
所
松
坂
町
に
屋
敷
拝
領
（『
町
方
書
上
』）

享
保
七
年
﹇
一
七
二
二
﹈
鏡
献
上
（「
御
規
式
書
留
」）

三
代

中
嶋
？

元
文
四
年
﹇
一
七
三
九
﹈
跡
職
相
続
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四
代

中
嶋
冨
之
助

享
和
三
年
﹇
一
八
〇
三
﹈
跡
職
相
続

文
化
五
年
﹇
一
八
〇
八
﹈
年
始
御
目
見
願

五
代

中
嶋
？

文
化
一
三
年
﹇
一
八
一
六
﹈
跡
職
相
続

六
代

中
嶋
？

文
政
三
年
﹇
一
八
二
〇
﹈
跡
職
相
続

文
政
七
年
﹇
一
八
二
四
﹈
年
始
御
目
見
願
済

七
代

中
嶋
？

八
代

中
嶋
甚
兵
衛

文
政
一
一
年
﹇
一
八
二
八
﹈
拝
領
町
屋
敷
之
儀
（「
町
方
書
上
」）

九
代

中
嶋
又
左
衛
門

天
保
二
年
﹇
一
八
三
一
﹈
跡
職
相
続

天
保
四
年
﹇
一
八
三
三
﹈
年
始
御
目
見
願
済

安
政
三
年
﹇
一
八
五
六
﹈
拝
領
町
屋
敷
調
査
（「
諸
屋
敷
帳
」）

十
代

中
嶋
藤
七
郎

万
延
元
年
﹇
一
八
六
〇
﹈
跡
職
相
続

文
久
元
年
﹇
一
八
六
一
﹈
年
始
御
目
見
願
済

文
久
二
年
﹇
一
八
六
二
﹈
御
目
見
の
者
（「
御
細
工
所
御
職
人
分
限
帳
」）
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慶
応
三
年
﹇
一
八
六
七
﹈
五
節
句
八
朔
歳
暮
御
目
見
願

十
一
代
（
予
定
）
中
嶋
為
三
郎

文
久
二
年
﹇
一
八
六
二
﹈
部
屋
住
見
習
（「
御
細
工
所
御
職
人
分
限
帳
」）

三
代
目
の
中
嶋
氏
が
、
北
斎
の
実
父
／
養
父
／
叔
父
で
、
四
代
目
の
中
嶋
冨
之
助
が
、
北
斎
の
長
男
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
三
代
中

嶋
氏
が
御
鏡
師
を
勤
め
て
い
た
期
間
が
六
三
年
と
い
う
の
は
異
様
に
長
い
。
元
文
四
年
﹇
一
七
三
九
﹈
に
跡
職
を
相
続
し
た
時
の
年
齢
を
、

仮
に
一
五
歳
と
す
る
と
、
冨
之
助
に
家
督
を
譲
っ
た
年
齢
は
七
八
歳
で
、
北
斎
自
身
が
八
九
年
の
生
涯
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
不
自

然
で
は
な
い
と
し
て
も
、
長
命
で
あ
る
。
し
か
も
、
北
斎
の
実
父
が
二
代
目
の
息
子
（
三
代
目
の
兄
）
だ
と
す
る
と
、
い
っ
た
い
中
嶋
家
で

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
史
料
だ
け
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
北
斎
が
中
嶋
家
の
家
督
を
相
続
し
た

こ
と
は
な
く
、
北
斎
の
実
子
が
御
鏡
師
と
な
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
な
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

註�

飯
島
虚
心
『
葛
飾
北
斎
伝
』（
鈴
木
重
三
校
注
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
九
年
、
三
一
頁
）、
由
良
哲
次
編
『
総
校
日
本
浮
世
絵
類
考
』（
画
文
堂
、
一
九

七
九
年
、
一
四
二
頁
）、『
燕
石
十
種
』
第
二
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
、
九
一
頁
）
参
照
。
野
口
米
次
郎
『
葛
飾
北
斎
』（
誠
文
堂
、
一
九
三

二
年
）、
織
田
一
磨
『
北
斎
』（
東
京
創
元
社
、
一
九
五
七
年
）
な
ど
も
、
中
嶋
伊
勢
を
北
斎
の
実
父
と
す
る
。

�

林
美
一
「
北
斎
の
父
は
中
嶋
伊
勢
」（『
浮
世
絵
芸
術
』
一
七
号
、
一
九
六
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
近
藤
市
太
郎
、
高
橋
誠
一
郎
、
鈴
木
重
三
、
楢
崎
宗

重
氏
が
川
村
説
を
と
る
。

�

林
美
一
『
艶
本
研
究
・
北
斎
』（
有
光
書
房
、
一
九
六
八
年
）、
安
田
剛
蔵
「
北
斎
と
中
嶋
伊
勢：

北
斎
出
生
の
秘
密
」（『
浮
世
絵
芸
術
』
一
〇
号
、

一
九
六
五
年
）
な
ど
参
照
。
な
お
、
北
斎
の
実
父
を
中
嶋
伊
勢
の
兄
と
す
る
の
は
、
馬
琴
が
「
叔
父
」
と
「
伯
父
」
を
厳
密
に
書
き
分
け
る
人
で
あ

り
、
養
子
に
な
っ
た
時
期
を
二
十
七
〜
九
才
と
す
る
の
は
、
馬
琴
に
よ
る
「
壮
年
」
の
用
例
を
調
査
し
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
馬
琴
の
朱
書
に
つ

い
て
は
、
柴
田
光
彦
・
神
田
正
行
編
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
二
七
三
頁
）
参
照
。
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�

安
田
剛
蔵
「
北
斎
と
中
嶋
伊
勢：

北
斎
出
生
の
秘
密
」（
前
出
）
参
照
。
な
お
、
藤
實
久
美
子
「
書
物
師
」（『
芸
能
・
文
化
の
世
界
』
シ
リ
ー
ズ
「
近

世
の
身
分
的
周
縁
」
二
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
北
村
陽
子
「
公
儀
御
用
鉄
砲
師
と
幕
末：

胝
家
を
例
と
し
て
」（
歴
史
科
学
協
議
会
編

『
歴
史
評
論
』
第
五
四
七
号
、
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
）、
小
野
信
二
「
御
用
達
石
山
家
に
つ
い
て
」（
日
本
歴
史
学
会
編
『
日
本
歴
史
』
第
三
三
一

号
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）、
小
野
信
二
「
幕
府
御
用
達
の
研
究
」（『
拓
殖
大
学
論
集
』
第
一
三
九
号
、
一
九
八
二
年
）、
石
山
乾
二
「
江
戸

末
期
に
お
け
る
町
人
の
信
仰
の
一
面：

特
に
一
御
用
達
と
そ
の
信
仰
の
実
態
」（『
武
蔵
大
学
論
集
』
開
学
一
〇
周
年
記
念
論
文
集
、
一
九
五
九
年
）、

堤
州
夫
「
御
用
達
職
人
の
存
在
形
態：

御
印
判
師
佐
々
木
家
を
め
ぐ
っ
て
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
地
方
史
研
究
』
第
四
八
号
、
一
九
九
八
年
）

な
ど
参
照
。

�
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
六
（
元
禄
三
年
﹇
一
六
九
〇
﹈
刊
、
東
洋
文
庫
五
一
九
、
一
九
九
〇
年
、
一
九
九
頁
）
の
「
鏡
師
」
参
照
。

�

広
瀬
都
巽
『
和
鏡
の
研
究
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）
参
照
。
な
お
、
同
書
に
は
、「
天
下
一
中
嶋
伊
勢
守
」
を
除
く
三
件
が
記
載
さ
れ
、
種
定

に
つ
い
て
は
「
江
戸
住

寛
永
年
間
の
作
品
が
し
ば
し
ば
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
鏡
銘
寄
集
』
に
つ
い
て
は
、
香
取
秀
真
『
日
本
鋳
工

史
』（
郷
土
研
究
社
、
一
九
三
四
年
）
参
照
。

�

中
野
正
樹
『
和
鏡
』（
日
本
の
美
術
一
〇
・
一
一
、
至
文
堂
、
一
九
六
九
年
）
参
照
。
な
お
、「
天
下
一
」
の
表
記
を
元
に
戻
し
た
。

�

同
前
、
一
一
〇
頁

�

間
瀬
久
美
子
「
近
世
の
民
衆
と
天
皇：

職
人
受
領
と
偽
文
書
・
由
緒
書
」
藤
井
駿
先
生
喜
寿
記
念
会
編
『
岡
山
の
歴
史
と
文
化
』
福
武
書
店
、
一
九

八
三
年
、
二
四
二
頁

�
『
諸
職
受
領
調
』
未
刊
文
芸
資
料
第
二
期
九
、
古
典
文
庫
、
一
九
五
二
年
、
四
二
頁

�

花
咲
一
男
編
『
諸
国
買
物
調
方
記
』
渡
辺
書
店
、
一
九
七
二
年
、
四
一
頁

�
『
徳
川
禁
令
考
』
第
二
二
章
（
石
井
良
助
編
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
二
、
創
文
社
、
一
九
五
九
年
、
二
七
一
・
二
七
二
頁
）
参
照
。
な
お
、
林
英
夫

『
秤
座
』（
日
本
歴
史
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
、
一
八
〇
頁
）
参
照
。

	

狩
野
派
の
御
絵
師
に
つ
い
て
は
、
武
田
庸
二
郎
他
編
『
近
世
御
用
絵
師
の
史
的
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
参
照
。




北
原
進
「
御
用
達
」（『
江
戸
学
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
、
二
一
八
〜
二
二
一
頁
）
な
ど
参
照
。

�

深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
全
三
六
巻
（
東
洋
書
林
、
一
九
九
六
年
〜
）
を
利
用
し
た
。

�

古
文
書
の
読
解
に
つ
い
て
は
、
神
谷
勝
広
先
生
（
同
志
社
大
学
文
学
部
国
文
学
科
）
の
ご
助
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。




国
立
国
会
図
書
館
。
な
お
、
安
田
剛
蔵
「
北
斎
と
中
嶋
伊
勢
」（
前
出
、
二
八
頁
）
が
紹
介
す
る
「
変
遷
図
譜
元
禄
十
七
申
年
之
形
」
の
記
述
と
ほ
ぼ
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一
致
す
る
。

�

福
井
保
「『
諸
向
地
面
取
調
書
』
解
題
」（
史
籍
研
究
会
編
『
諸
向
地
面
取
調
書
（
二
）』
内
閣
文
庫
所
藏
史
籍
叢
刊
第
一
五
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八

二
年
、
九
二
二
頁
）
参
照
。

�

た
だ
し
、
享
保
四
年
に
は
、
拝
領
屋
敷
を
他
人
に
貸
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。『
撰
要
類
集
』
六
「
居
屋
敷
抱
屋
敷
之
部
」（『
撰
要
類
集
』
第

三
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
九
年
、
二
三
二
・
二
三
三
頁
）
参
照
。

�

註
�
参
照
。

�

藤
原
種
定
を
初
代
・
中
嶋
伊
勢
に
比
定
す
る
と
、
初
代
が
活
躍
し
て
い
た
期
間
は
六
〇
年
以
上
と
な
る
が
、
ひ
と
つ
の
問
題
提
起
と
し
て
、
こ
の
よ

う
な
位
置
付
け
を
与
え
た
。「
伊
勢
守
」
を
受
領
し
た
時
期
な
ど
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
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